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夏見　良宏

和泉　清憲

塩田　等

∵ 2月のプログラム
1 (№１)-新入会員歓迎会

10 (№2)-特別講演会

15 (№3)-IM報告

22 (№4)-クラブフォーラム

∵ 他RC例会変更
丸亀東　2/13親睦ﾎﾞｳﾘﾝｸﾞ大会

　　　2/20RI創立記念夜間例会
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お知らせ

例

■会長挨拶

『国家の岐路』

平成27（2015）年5月26日、安倍晋三首相の開催する教育再生実行会議と、

下村博文文部科学大臣の諮問に応える中央教育審議会の意見交換会が

行われ、交換会では近未来社会に生ずる大きな変化に対応する教育のあ

り方に注目が集まった。

下村文科相が、三つの未来予測を示した。

（１）今年小学一年生の児童が大学を卒業するとき、65％の児童がいま存

在しない職業に就く。

（２）今後10年ほどで47％の仕事が自動化される。この中には頭脳労働も含

まれ人間の知的労働がコンピュータによって代替される。

（３）平成42年（2030）年までに週15時間労働の時代が到来し、現在のよう

に週40時間労働をすれば、失業者を生み出す結果となる。

下村文科相は右の未来予想を示したうえで、いまのままの教育では日本は

到底持たないこと、どんな時代にもしっかりと生きることのできる教育を実現

∵ ニコニコＢＯＸ；

よいことがありました
　秋山憲夫君

祝結婚式
　山田君　富田君

ｺﾞﾙﾌお疲れ様でした。ﾆｱﾋﾟﾝ賞

ごちそうさまでした

　片岡君

丸亀ﾊｰﾌ応援ありがとうござい

ました

　尾崎君　陶國君

ﾆｱﾋﾟﾝありがとうございました

　菅君

遅ればせながら半期報告を終えて

ﾊｰﾌﾏﾗｿﾝ応援して

橘会員叙勲おめでとうございます

　中野和男君

ﾆｱﾋﾟﾝ2つ頂きありがとうございます

　小山君

先日ｺﾝﾍﾟの時食事に来てくださり

ありがとうございます

　福田君

<ニコニコ会計累積/￥342,000>
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下村文科相は右の未来予想を示したうえで、いまのままの教育では日本は

到底持たないこと、どんな時代にもしっかりと生きることのできる教育を実現

するために、国がいま教育に一番力を注がなければならないと強調した。

■幹事報告

①NPO法人「おもてなし遍路道ウォーク」のご案内

②丸亀市観光DMOｾﾐﾅｰのご案内

③ロータリー手帳注文2月22日まで

■理事会報告

・2、3月プログラム ・新入会員候補者 ・善行表彰予算案

・親睦ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ大会について承認いただきました。

■報告

①丸亀ﾊｰﾌﾏﾗｿﾝについて（富田会員）

2月4日に開催されました丸亀国際ﾊｰﾌﾏﾗｿﾝにおいて沿道から多数の応

援を頂きありがとうございました。4名皆完走する事が出来ました。

②ﾐﾆﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ大会について（倉田青少年奉仕委員長）

小学生を対象としたﾐﾆﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ大会が丸亀市民体育館において開

催されました。次回参加時は寒さ対策が必要です。

③ｺﾞﾙﾌｺﾝﾍﾟについて（稲田会員）

2月12日、寒さ厳しい中、橘会員旭日小綬章お祝いｺﾝﾍﾟを丸亀ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ

ｺﾞﾙﾌにて開催いたしました。多数のご参加ありがとうございました。

■例会事業；IM報告

和泉幹事

2月3日14時より高松国際ホテルにてIMが開催されました。テーマは「共有と

独創」であり、登録者数は380名、丸亀RCより23名の参加でした。18クラブより

奉仕活動の褒賞事業がプレゼンされ、会員による投票により上位が選定され

ました。丸亀RCは「善行表彰」をエントリーしまして、前年度委員長の森高会

員より発表をいただきました。ありがとうございました。最優秀は高松RC

「インターアクト活動50年の歩み」、準優勝は小豆島RC「国指定天然記念物・

宝生院のシンパクの保護と周知」の結果となりました。

E-mail,office@marugamerc.com    http://www.marugamerc.comTel,0877-23-8300　Fax,0877-23-8321

員より発表をいただきました。ありがとうございました。最優秀は高松RC

「インターアクト活動50年の歩み」、準優勝は小豆島RC「国指定天然記念物・

宝生院のシンパクの保護と周知」の結果となりました。

（裏へ続く）
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次回開催は平成30年11月23日、同じく高松国際ホテルにて開催されます。

川原副会長

今までの開催と大きく異なった印象を受けました。メインが多くの会員の参加

が得られるように知恵を絞り、退場される会員の方も極めて少ない大会でし

た。

齋賀会員

大型ビジョンを活用され、参加者に優しい気配りでした。小豆島RCが紹介され

たシンパクについては知らず、是非訪ねてみたいです。

山内会員

地域にあって素晴らしい奉仕事業が紹介されていたが、特に当クラブの森高

会員からの発表は素晴らしかったです。シンプルで3分の持ち時間内にて適

切にプレゼンがなされていました。

吉田会員

森高会員はプレゼンを約2分30秒で行い、早口にもならず、間違えずにプレゼ

ンが行われ素晴らしい内容でした。高松商業高校書道部の書道パフォーマン

スに魅了され感動しました。

林会員

親睦会からの参加となりましたが、良いご縁をいただくこととなりました。

∵がんばるＢＯＸ；

出席できなくて

橘君

なんとなく

塩田君

ﾋﾟｮﾝﾁｬﾝｵﾘﾝﾋﾟｯｸ日本がんばれ

夏見君 竹内君

ｺﾞﾙﾌ大会にて好きなﾊﾟｰﾄﾅｰに

恵まれて 川原副会長ありがと

ございました

竹中君

丸亀ﾊｰﾌ応援ありがとうござい

ました

富田君

新入会員歓迎会ご協力ありが

とうございました

陶國君

<がんばる会計累積/￥261,310>

陶國君

<がんばる会計累積/￥261,310>


